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A02 公募 オートファジーの生理・病態
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家族性パーキンソン病の責任因子である Parkin と PINK1 が協調してミトコン
ドリアオートファジー（マイトファジー）誘導に関わっていることが明らかとな
り、Parkin・PINK1 が関与するマイトファジー研究が盛んに行われている。一方で、
Parkin 非発現細胞でもマイトファジーが誘導されることから、Parkin 非依存的マイト
ファジーも存在することは明らかであるが、その理解は進んでいない。哺乳類の各
臓器では Parkin の発現量が大きく異なるため、それらの臓器で誘導されるマイトフ
ァジーは異なる Parkin 依存性を持つと考えられる。また、Parkin 依存的マイトファ
ジーと非依存的マイトファジーは、臓器ごとに異なった目的で誘導されていると推
測される。

本研究課題では、培養細胞を用いて Parkin 非依存的マイトファジーの分子機構の
理解を深めていくと同時に、マイトファジー検出用トランスジェニックマウスを用
いた実験により、動物の各臓器で誘導されるマイトファジーを観察し、Parkin 依存
的マイトファジー、非依存的マイトファジーがどのような生理的意義を持ち、どの
ように使い分けられて誘導されているのかを明らかにしていきたい。
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